
（評価）
Ａ ・・・・・・・・目標値の１００％以上の達成率
Ｂ ・・・目標値の８０％以上１００％未満の達成率
Ｃ・・・・ 目標値の６０％以上８０％未満の達成率
Ｄ ・・・・目標値の３０％以上６０％未満の達成率
Ｅ ・・・・・・・・・目標値の３０％未満の達成率
－（その他）・・調査中及び達成率による評価ができないもの等

第五次千葉県障害者計画　数値目標　達成状況管理表 資料２－３

施策番号 主要施策 基本施策 担当課
数値目標

番号 数値目標 単位
２５年度
（実績）

２６年度
（実績）

２７年度
（目標）

２７年度
（実績）

２８年度
（目標）

２８年度
（実績）

２９年度
（目標）

２９年度
（実績）

評価 成果の状況等（２９年度・コメント）

２-（１）
２　精神障害のある人
の地域生活への移行
の推進

（１）精神障害のある人
の地域生活への移行
支援

障害者福祉推進課 2-1
精神科病院に入院した患者の入院後3
か月経過時点の退院率（％）

％
56.9

（H24.6）
60.1

（H25.6）
59

56.5
（H26.6）

61
59.4

（H27.6）
64

68
(H28.6)

A
・関係機関での連携により、目標を達成すること
ができた。

２-（１）
２　精神障害のある人
の地域生活への移行
の推進

（１）精神障害のある人
の地域生活への移行
支援

障害者福祉推進課 2-2
精神科病院に入院した患者の入院後1
年時点の退院率（％）

％
87.3

（H24.6）
87.4

（H25.6）
88

85.1
（H26.6）

89
89.3

（H27.6）
91

90
(H28.6)

B
・昨年度からは上がったものの、目標より低い
数値となった。

２-（１）
２　精神障害のある人
の地域生活への移行
の推進

（１）精神障害のある人
の地域生活への移行
支援

障害者福祉推進課 2-3
精神科病院の長期在院者（1年以上在
院者）の数

人
7,857

（H24.6）
7,767

（H25.6）
7,302

7,633
（H26.6）

6,802
7,359

（H27.6）
6,442

6,578
(H28.6)

B
・長期入院者の地域移行支援については、今後
も取り組む。

２-（１）
２　精神障害のある人
の地域生活への移行
の推進

（１）精神障害のある人
の地域生活への移行
支援

障害者福祉推進課 2-4 遠隔地退院支援者数の実数 人 なし 10 8 3 15 1 23 20 B
他の福祉サービスのみで支援ができている場
合があり、目標より低い実績となった。

２-（１）
２　精神障害のある人
の地域生活への移行
の推進

（１）精神障害のある人
の地域生活への移行
支援

障害者福祉推進課 2-5 地域移行・定着協力病院の指定数 箇所 なし 0 15 0 18 11 26 13 D 制度の周知を図る必要がある。

２-（２）
２　精神障害のある人
の地域生活への移行
の推進

（２）障害のある人自身
が自らの経験を基に相
談支援等を行うピアサ
ポートの推進

障害者福祉推進課 2-6
地域移行・地域生活支援事業の実ピア
サポーター活動箇所数（見込箇所数）

箇所 なし 6 6 7 7 5 8 34 A
15圏域中7圏域で実施。多くの圏域で実施でき
るよう、圏域毎の実施内容について等情報交換
が必要。

２-（３）
２　精神障害のある人
の地域生活への移行
の推進

（３）精神科救急医療体
制の充実

障害者福祉推進課 2-7 精神科救急基幹病院数 箇所 9 9 11 9 11 9 11 11 A
・基幹病院を増やすとともに、説明会を実施し、
空床確保等への協力要請を行いました。

２-（３）
２　精神障害のある人
の地域生活への移行
の推進

（３）精神科救急医療体
制の充実

障害者福祉推進課 2-8
精神科救急身体合併症に対応できる施
設数

箇所 4 4 9 4 9 5 9 5 D
・連絡調整会議の中で、現状を共有し、身体合
併症対応協力病院の登録について、協力要請
を行いました。

７-（２）
７　障害のある人一人
ひとりに着目した支援
の充実

（２）地域の支援施設等
のみでは支援が困難な
障害に対する支援の推
進

障害者福祉推進課 7-2 高次脳支援拠点機関数 箇所 3 3 3 3 3 3 3 3 A
・県内3箇所（中央、北西部、南部）に支援拠点
機関を設置。

７-（２）
７　障害のある人一人
ひとりに着目した支援
の充実

（２）地域の支援施設等
のみでは支援が困難な
障害に対する支援の推
進

障害者福祉推進課 7-3 高次脳機能障害相談件数 件 9,483 6,094 9,300 7,726 9,300 8,838 9,300 11,398 A
・上記3機関で、相談に対応。相談に加え、研修
等の活動も実施した。

７-（４）
７　障害のある人一人
ひとりに着目した支援
の充実

（４）ひきこもりに対する
アウトリーチ型支援の
推進

障害者福祉推進課 7-5 ひきこもりサポーター養成者数 人 　なし 33 50 40 75 0 100 0 E

・ひきこもりサポーター派遣事業を実施している
市町村が少なく、研修終了後の活動の場が課
題となっていたため、養成研修は実施せず。
・地域相談支援者の交流会のみ開催した。

７-（４）
７　障害のある人一人
ひとりに着目した支援
の充実

（４）ひきこもりに対する
アウトリーチ型支援の
推進

障害者福祉推進課 7-6
ひきこもり地域支援センターの相談見込
み件数

件 483 904 800 1,187 900 1,011 1,000 798 C
・毎月100件前後の相談を受理。電話対応者の
質が向上した結果、リピーターへの適切な対応
が総相談件数の減という結果となった。

７-（４）
７　障害のある人一人
ひとりに着目した支援
の充実

（４）ひきこもりに対する
アウトリーチ型支援の
推進

県民生活・文化課 7-7
ライトハウスちばの相談件数（ひきこもり
に関するものに限る。）

件 297 517 600 220 700 177 800 371 D
・電話相談のほかH29年度から面接相談も開始
し、前年度に比べ相談者数が増加した。

７-（４）
７　障害のある人一人
ひとりに着目した支援
の充実

（４）ひきこもりに対する
アウトリーチ型支援の
推進

障害者福祉推進課 7-8 アウトリーチ型の訪問件数 件 15 19 50 10 100 12 200 25 E
・支援日決定度、様々な事情から希望者からの
キャンセルとなる場合が多く、件数が伸びない。

８-（６）
８　その他各視点から
取り組むべき事項

（６）暮らしの安全・安心
に関する支援

障害者福祉推進課 8-16
災害派遣精神医療チーム（DPAT）体制
整備運営（検討）委員会の開催見込み
数

回 なし 3 2 2 1 0 1 0 E 平成29年度は開催しなかった。

1


